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日本産オオアブラムシ属のチェック リス トおよび種の検索表
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オオアブラムシ属の分類

オオアブラムシの仲間は体長 4～ 5 mm前後,ア ブラムシとしてはその名の示す よ うに大型

の部類に属す る。マツ (P′η夕s),エ ゾマツ (Pたθα), トドマツ (/bノθs),カ ラマツ (Z″所),ツ
ガ (■2rga)な ど,専 ら針葉樹 を寄主植物 とす る一群で,種 によってそれぞれ寄主 とす る針葉

樹の種類は限 られている。ほかのアブラムシ類に見 られるよ うな寄主転換 をすることはなく,

周年針葉樹で繁殖 し,若い枝か ら盛んに吸汁 し,糖分に富み 「甘露」 と呼ばれた りす る排泄物

を大量に排泄す るので,発生の多い林は甘露を培地に して発生す るすす病で黒ずむほどであ り,

特に植林のために育て られ る幼苗では生育不良が問題 になる。

オオアブラムシ属として記載された種は世界で約 200種にのぼる。アブラムシの総種数はお

よそ 4000種 といわれているので,かな り大きなグループといえる。生態的にも形態的にもよ

くまとまってお り,ア ブラムシのほかのグループからの識別は比較的容易であるが,一方,種
のレベルでは形態的に近似 したものが多く,分類 。同定は甚だ困難である。

および種の検索表の トップ 。ページ
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図 1 日本産オオアブラムシ属のチェックリス ト
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日本産の種の分類・同定

日本産の種については Inouc(1970)に よつて分類学的な再検討がなされ,24種が認められて

いる。アブラムシの生活環は複雑で,同一種のなかに有性世代 と単為生殖世代があり,単為生

殖世代には翅 (はね)を持つ有翅虫と,翅のない無翅虫がいる。それぞれに異なつた姿をして

いるが,すべての型の標本を揃えることは必ず しも容易ではない。InOuc(1970)は 種の同定作業

の便に供するため,無翅虫について検索表を作成 した。この検索表では体表に現れる斑紋に重

きが置かれている。 しかし,こ の斑紋の種内変異の程度が過小評価 されている嫌いがあり,こ

の検索表を用いての同定作業には困難な点がある。

Eastopら (1998)に よる 「日本産オオアブラムシ属 (同翅 日 :ア ブラムシ科)のチェックリ

ス トおよび種の検索表」 (農業環境技術研究所資料第 22号)では,ア ブラムシ類に関する最新

の分類手法や情報を駆使 し, 日本産のオオアブラムシ属の分類が再検討 された。得 られた標本

に基づいて 31種が認められている。

ホームページの構成

本ホームページ (図 1)は ,前述の資

料の内容 と構成をほぼそのまま電子化

したものである。まず これまでに 日本

から記録 されたオオアブラムシ属の種

名が総覧され ,こ の研究で認められた 31

種 と併せて,種のチェックリス トが与

えられた。この リス トではシノニム (同

物異名)や分類学上の問題点など,従

来の記録に対 して現在の知見に照 らし

つつ コメン トが付 され,残 された研究

上の問題点についても言及されている。

得 られた標本に基づいて,有翅虫と無

翅虫を対象 として 2つ の検索表が作成

で分か り

真 (図 2

利用法

近 日中

である。

された。 この検索表が本資料の眼 日で
図 2 プレパラー ト標本の写真

あ り,最新の知見を駆使 してより正確

やすい同定作業のよりどころを提供 している。また,種 ごとにプレパラー ト標本の写

)が添えられ,検索表の補助資料 となっている。

に,農業環境インベン トリーセンター (昆 虫分類研究室)のホームページで公開予定

問合せ先

農業環境インベ ン トリーセンター 昆虫分類研究室 安 田耕司

電話 :0298‐ 38‐8354,E―mJl:kyasuda@niaes.affrc.gojp
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